
　

革
新
的
な
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
世
に
送
り

続
け
て
い
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ（
ビ
ク
タ
ー
）。世
界

初
と
な
る
ト
ッ
プ
マ
ウ
ン
ト
ユ
ニ
ッ
ト

構
造
、そ
し
て
ウ
ッ
ド
ド
ー
ム
ユ
ニ
ッ
ト

の
開
発
な
ど
、そ
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
に
お
い
て「
革
新
」と
い
う
名

に
ふ
さ
わ
し
い
機
種
が
登
場
し
て
い
る
。

　

こ
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
も
、
ま
た
革
新
だ
。

目
指
し
た
サ
ウ
ン
ド
は
、「
リ
ア
ル
な

重
低
音
」と「
解
像
度
の
高
い
中
高
音
」

の
両
立
だ
。
言
葉
に
す
る
と
簡
単
だ
が
、

こ
の
両
立
に
は
多
大
な
る
試
練
が
待
ち

受
け
て
い
た
。
ま
ず
、
イ
ン
ナ
ー
イ
ヤ

ー
タ
イ
プ
で
あ
る
が
ゆ
え
の
小
さ
な
筐

体
で
の
重
低
音
再
生
の
困
難
、
そ
し
て

1
ユ
ニ
ッ
ト
だ
け
で
重
低
音
を
強
調
す

る
と
、
中
高
音
域
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
し
ま
う
と
い
う
難
題
だ
。

　

そ
れ
を
克
服
し
た
技
術
の
結
晶
が
、

業
界
初
と
な
る「
ス
ト
リ
ー
ム
ウ
ー
ハ

ー
」で
あ
る
。こ
の
超
小
型
ス
ー
パ
ー
ウ

ー
ハ
ー
は
、ス
ピ
ー
カ
ー
で
の
重
低
音

再
生
に
効
果
の
あ
る
ケ
ル
ト
ン
方
式
を

応
用
し
た
も
の
。
こ
の
方
式
を
応
用
す

る
だ
け
で
な
く
効
果
的
に
重
低
音
を
引

き
出
し
、さ
ら
に
中
高
音
域
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
太
さ
と
長
さ
を

変
え
、何
度
も
試
作
を
重
ね
ら
れ
た
の
が

「
ス
ト
リ
ー
ム
ダ
ク
ト
」で
あ
る
。
そ
こ

に
Ｊ
Ｖ
Ｃ（
ビ
ク
タ
ー
）が
誇
る〝
伸
び

や
か
な
中
高
音
〞を
実
現
し
た「
ツ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
」を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、リ
ア
ル
な
重
低
音
と
解
像
度

の
高
い
中
高
音
が
両
立
し
た
の
だ
。

　

ツ
イ
ン（
2
）シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト

に
、
ス
ト
リ
ー
ム
ウ
ー
ハ
ー
（
1
）を

プ
ラ
ス
し
た
こ
と
で
生
ま
れ
る
音
。
こ

の〝
2
＋
1
〞
が
、
ア
ナ
タ
の
抱
く
ヘ

ッ
ド
ホ
ン
像
を
超
え
る
、
新
境
地
を
も

た
ら
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 長年ヘッドホンの世界で君臨するＪＶＣ（ビクター）。その歴史に、新たな１ページが刻まれようとしている。

業界初の「ストリームウーハー」を搭載し、リアルな重低音を再現、そして独自の「ツイン
システムユニット」が解像度の高い中高音を実現。この両立は、まさに革新と言うに相応しい。

写真／鶴田智昭（WPP） 
文／モノ・マガジン編集部

選ぶ理由は、ここにあるヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
重
低
音
と

中
高
音
は
両
立
す
る
の
か

JVC（ビクター）
インナーイヤー
ヘッドホン
HA-FXZ200
業界初の「ストリームウーハー」を搭
載し、独自の中高音用ユニット「ツイ
ンシステムユニット」と組み合わせた
“ライブビートシステム”を実現。こ
れまでダイナミック方式のヘッドホン
では困難だった、リアルな重低音と解
像度の高い中高音の両立を実現した
革新的ヘッドホンだ。オープン価格。

スタッフに
聞く !
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見つけた

ッ！

さすがにストリームウーハーの内部を垣間見るこ
とはできないが、スケルトンフォルムの下に見え
るツインシステムユニットは、男性諸氏の「メカ
魂」に火をつけてくれるだろう。「こっちがカーボ
ンナノチューブ振動板、下がカーボン振動板で
さ」なんて、その音の良さにびっくりした友人に
語ってあげたいぐらい、なのである。

[ポイント＋　 ]

HA-FXT90で初採用された「ツインシステムユニット」。
FXZシリーズにも搭載されているが、中高音域の解像度
をさらに高めるために、カーボンナノチューブ振動板の薄
膜化、ネオジウムマグネットの磁力強化、メタルユニット
ベースに真鍮を採用し周囲が振動することを防ぐなど、
伸びやかな中高音を実現するため徹底的に調整された。

インナータイプらしからぬ
リアルな重低音。そのヒミツは
 のストリーム
 ウーハー。

ワンランク上の音質を提供する
ユニットベース＆伝送ロスを低減し、
音の解像感を高める
「銀コートOFC線」を採用（FXZ200のみ）

幾度とない試行錯誤の上生まれた「ストリームウーハー」。重低音のみを再生し、中高音
域には悪影響を及ぼさないという画期的構造だ。これに専用チューニングが施された「ツ
インシステムユニット」を組み合わせることで、困難と言われていたリアルな重低音と解像
度の高い中高音の両立を実現。澄んでいる、かつ深みがある。これが聴いてみた印象だ。

メカっぽさを楽しめる
スケルトンフォルム

問JVCケンウッドカスタマーサポートセンター70120-2727-87　FXZスペシャルサイト www3.jvckenwood.com/accessory/inner_sp/fxz/

ストリームウーハー外部の
リングがシルバーのモデル
はHA-FXZ100。HA-FXZ
200との違いはストリーム
ウーハー内部に使用され
ているユニットベースがア
ルミ素材、ケーブル線の
素材がOFC線という点に
なる。他はFXZ200と同様
のシステムとなっている。
オープン価格。

JVC関係者曰く
「ツインシステム
ユニットの存在を
意識してもらうた
めにあえてスケル
トンにした」。そ
の心意気、立派！

リアルな重低音＋解像度の
高い中高音。難度の高い２つの
音域の両立を実現。それが
新構造の“ライブビートシステム”ⅠⅡ

ケルトン方式を応用したストリームウーハー。最適な内径（0.4㎜）と長さ（30㎜）に仕
上げられたストリームダクト、カーボン振動板を採用した直径8.8㎜のウーハーユニッ
ト、FXZ200では真鍮製の「ブラスベースユニット」を採用。このブラスベースユニット
が、ウーハーユニットの不要な振動を抑え、高品位でキレのある重低音を実現している。

カーボンの威力を引き出す
専用チューニングの
 ツインシステム
 ユニットⅢ

Ⅳ
音の信号はケーブルを伝わるときにどうしてもロスが生じてしまう。そこでFXZ200
では、コードの芯線を純銀でコーティングした「銀コートOFC線」を採用。伝送ロスを
最小限に抑え、全体域で解像度の高い音を実現している（FXZ100はOFC線を採用）。

メタル
ユニット
ベース

カーボンナノ
チューブ振動板

カーボン振動板

カーボン振動板採用
直径8.8㎜
ウーハーユニット

ブラス（真鍮）
ユニットベース

ストリームダクト

独自の「ツインシステムユ
ニット」。低域用、中高域用
2つの音域に適した異なる
素材の振動板を採用。こ
れに「ストリームウーハー」
を加えることで、より重低
音が増した新構造「ライブ
ビートシステム」が実現した。

ツイン
システム
ユニット
（中高音用
ユニット）

ユニットの前後を密
閉して音をダクト部か
ら出すことにより音響
的に中高域をカットし、
低域成分を抽出する
スピーカー構造の「ケ
ルトン方式」を応用。
何度も試行錯誤の上
開発された、極細ダ
クトが効を奏している。

ストリーム
ウーハー
（重低音用
ユニット）

選ぶ理由、
４つの
ポイント

選ぶ理由、
４つの
ポイント

選ぶ理由、
４つの
ポイント

選ぶ理由、
４つの
ポイント

いや、正直ビックリしました。インナーイヤータイプのヘッドホンでこんな重低音が楽しめるんですね。私が聴
くのはもっぱらパンクロックなのですが、そのギターの音、そしてドラムの音がこんなにも迫力あるサウンドで
聴けるとは思っていませんでした。これだけ低域がしっかり出るインナーイヤーはあまりないと思います。

私が良く聴くようなパンクロックだとどうしても重低音に関心が行きがちなんですが、ボーカルなどの中高音も
しっかり出ていますね。これはダイナミック型ですよね。ダイナミック3つだけでこの音が実現できているのは
スゴイ！　のひと言です。迫力ある低音と解像度の高い中高音は、充分に楽しめると思います。

当店でも高級ヘッドホンの人気が高まっています。平均で1万5000円ぐらいの価格帯が良く売れます。海外ブ
ランドなど、高い価格のヘッドホンを探せばそれこそ天井がないのですが、このFXZ200は、コストパフ
ォーマンスが非常に高いヘッドホンですね。この価格でこの音は絶対に満足できると思います。

このモデルは業界初のストリームウーハーを搭載したモデルなのですが、聴いてみていかがですか？

ツインシステムユニットが解像度の高い中高音を実現しているのですが、そのあたりは感じますか？

最近ヘッドホンも高級なタイプが数多く登場し、人気を博しています。このFXZ200はいかがでしょうか？

重原有幸さん
マイホーム商品・オーディオチーム

同シリーズの
HA-FXZ100


